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2月 第 1・ 2週 の主 日 礼 拝 説 教 妥 約

2月  2日  ヨハネ福音書  3:1-15。

『信じる者の命』

・2月  9日  ヨハネ福音書  3:16-21.

『滅びぬ命 』

衣笠病 院教会  牧 師  官原 晃一部



≪ 信じる者の命 》～≪ 滅びぬ命 ≫

ニコデモとい うファリサイ人とイ」l.ス との対話で
｀
り。ニコデモはイエス

の言動からして、この方 (イ エス )が神 と共におら″|る のでなけれは、説

明がつかないと、“直感 "し ます。

一方 、イエスはとい うとこの人物の直感をあまり高 く評価 しているよう

には見えません。そもそもファリサイ人の大半はイエスから非難されても

仕方のない者ばか り (偽善者 ?)の ようです。彼らは “人の道 "を 説いて
いるかと思えば、何事にも“時があ ZI,''と ばか りに常に道に適 った行いを

実行 しているわけでもなければ奨励 していたわけでもありません。ただ、

弁舌に長けていることもあ り、他者 11対 する評価やア`I妙 な自己弁護て、ビ

ンチをや り過ごしておりました。社会的地位のあるファリサイ人の中には、

比較的イエスに近い立場に立つ者もいて、彼らの中にはイエスと会食をし

たり、イエスのために、わざわざ “危険情報 "を 漏ιⅢす者も複数おりまし

た。しかし、イエスの方からは、彼」,に おもねることは一切ありませんで

した。

さて、その夜の来訪者ニコデモの初対面の相手がイエスです。ニコデモ

はイエスが只者ではないことを直感 lて 近付きます。その “直感 "の レベ

ルがどの程度の ものであったかはイエスの反応を見るとよく分か ります。

ニコデモはイエスに興味を示しています。この興味に対 して、なぜか イ

エスは神の国の話を用いて、親切に t‐ 、應えています。

人は、新たに生まれなければ、神の国を見ることはできない。

(ヨ ハイオ、日音書 3:3)

神の国とは、境の見えない神の支配領域 を意味 しています。ただ単に、

人が親から生れ落ちるだけでは、そこ.を 垣間見ることも、そこに “入国 "

することもできない (3:5)こ とを、イエスは教えます。このせの現実
と照らし合わせるなら、実に多くの人々が、この神の国の “国タト"|〔 滞留

していることがわか ります。ただ、■′ァリサイ派のニコデモは、降 `|て 湧

いたその話に対応する術を知 りません。
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年をとった者 (ニ コデモ自身 )が 、どうして…もう一度 、母の胎に
入って生まれることができるでしょうか。 (ョ ′、ネ福音書 3:4)

ニコデモは、イエスの不思議な神の国の教説に反 ,I格 しているのではな く、

おしろ、字義どお りに受けとめるこかな く、その言 1策 尻に Lがみついてい
る|:過 ぎません。残念ながらイエスの言説に触発されることもなければ、
一かけらのイメージも湧かないことを暴露 しているのです。けれどもイエ

ス′)親切ミは、ここで途絶えたゎけではありません 、

誰で も、水と霊 とから生まれなければ、神の国に入ることはできな

い。 (ヨ ハネ得音書 3:7)
風は思いのままに吹 く。あなたは、その音 を聞いても、それがどこ

からきてどこ′＼行 くかを次口らなヽヽ 。霊か ら生まれたもの も皆 、その と

お りである。 (ヨ ノヽネ福音書 3:8)

′ミllヽ のヽままに吹 く民のごとく、イェスの口から出る一つ一つの言葉は、

人が知 りた くても知 り得ない天上のことが無限にあることを伝えます。

神は、その独 り子をお与えになったほどに、世 を愛された。御子 を

佑 じる者が一人 も滅びないで、ホ遠の命を得るためである

(ヨ ハネ幅音書 3:16)

/,ま り、人が親から生れ落ちただけでは到底次口り得ない多くのことも合

めて、御子 (イ エス )を 信 じる者は、神の国と永遠の命に与ると。

この時点では、救いの対象とはなり得なかったファリサイ派のニコデモ

に対 しても、イエスは懇切丁寧に神の真理 を説 き明か L.ま す。彼がイスラ

エ几の教師でありながらも知 り得ぬこととして。

光 (=御子 )が 世に来たのに 、人々はその行いが恙いので、光より
キ1闇 を愛 した…  しか ヒ、真理 を行 う者は光の方に来る。その行いが
神にあってなさ″たことが、明らかにされるため である。

(ヨ ハ ネ福音書 3:19… 21)
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預言者が故郷に容れられない (排 除 された )よ うに、人間は光よりも闇

を好み 、光を排除 しようとヒたこと、どんなに神が 、彼 らを導き入れよう

としても人間は総 じて敵対的な反応 を示し続けたことが語 られます。

詩篇では繰 り返 し“主 を待 ち望め "と 、指揮者に合わせ 、伴奏付 きで
｀
も

歌 ったイスラエルは、しか し、人 とな りし“光の主 "を 拒み続けたので
｀
し

た。お しろ、のちに抵抗な く神キ リス トを受け入れたのは、公然 とそれ を

長年 “待 ち望んだ "ユ ダヤ人ではな く、その多 くは異邦人で した。そして、

彼 らの闇を照 らす光となったの も、世 を愛 された神の御子だったのです。

今から2000年 前に、光 を拒み 、闇を愛 した多 くの人マが裁かれてし
まったのは、本人の行いによるものだった (自 業自得 ?)と イエス・キ リ

ス トは語 ります。2000年 後の現在にも、裁かれている人 とそうではな
い人が 、おそら く混在しています。神の選別は、人の目には見えません。

ただ、いずれに しても、御子 イエスを信 じている人 々とそうではない人 マ

が区別できるのだとすれば 、人間はどちらに所属すべきなのかは、もはや

言 うまでもないことです。
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